
（2）木曜日2024年（令和6年）10月24日乾

ゴリラ研究から考える日本

の教育や未来について講演

する山極喜一さん

日
本
の
教
育
や
未
来

ゴ
．
リ
ラ
か
ら
考
え
る

、
諏
訪
季
節
大
学
会
講
座
山
極
さ
ん
講
演

第
3
8
0
回
諏
訪
季
節
大
学

会
講
座
（
諏
訪
教
育
会
、
諏
訪

6
市
町
村
な
ど
主
催
）
は
2
3

日
、
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
い
た
。
霊
長
類
学
者
で
理
学

博
士
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究

所
所
長
の
山
極
薫
こ
さ
ん
が

「
ゴ
リ
ラ
に
学
ぶ
人
の
進
化
と

未
来
」
と
題
し
て
講
話
。
諏
訪

地
域
の
教
職
員
を
中
心
に
約
8

5
0
人
が
聴
講
し
た
。（松

本
佳
林
）

山
極
さ
ん
は
日
本
モ
ン
キ
ー
セ

ン
タ
ー
研
究
員
や
京
都
大
学
総

長
、
国
際
霊
長
類
学
会
会
長
、
日

本
学
術
会
議
会
長
な
ど
を
歴
任
。

人
類
進
化
論
を
専
攻
し
、
屋
久
島

で
野
生
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ア
フ
リ
カ

各
地
で
野
生
ゴ
リ
ラ
の
社
会
生
態

学
的
研
究
に
従
事
し
た
。

講
演
で
は
、
ゴ
リ
ラ
と
人
間
の

子
育
て
を
比
較
し
て
「
人
間
は
離

乳
が
早
い
が
成
長
に
は
時
間
が
か

か
る
。
子
ど
も
期
と
青
年
期
が
あ

る
の
も
特
徴
」
と
説
明
。
「
共
同

保
育
が
必
要
で
、
日
の
表
情
か
ら

気
持
ち
を
読
み
、
他
者
と
触
れ
合

う
こ
と
で
共
感
能
力
や
学
習
能
力

が
強
化
さ
れ
る
」
と
語
っ
た
。

現
在
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

は
、
気
候
変
動
、
社
会
変
動
な
ど

予
測
不
能
な
現
実
に
対
応
す
る

「
外
部
へ
開
か
れ
た
仕
掛
け
」

が
足
り
な
い
こ
と
を
主
張
。
地
域

や
状
況
ご
と
の
体
験
を
通
じ
た

学
び
に
よ
っ
て
「
生
き
る
力
を

育
て
る
こ
と
が
大
切
」
と
呼
び
掛

けた。ま
た
、
人
間
の
本
質
局
「
心
身

が
小
規
模
な
社
会
の
暮
ら
し
に
適

応
し
て
い
る
」
「
狩
猟
採
集
に
よ
る

シ
ェ
ア
と
コ
モ
ン
ズ
が
基
本
」
な

ど
と
解
説
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
到

来
に
よ
っ
て
「
共
感
な
ど
の
情
緒

的
社
会
性
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
し
、
「
新
た
な
社
交

に
よ
る
文
化
の
再
構
築
が
必
要
」

と
訴
え
た
。


